
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症に関する 
村からのお願い 

北海道では感染者数が増加していることから、令和３年１月15日

までを集中対策期間として、次のとおり道民の皆様に対し法律に基

づく「より強い要請」が行われていますので、お知らせします（感染

状況の変化に伴い、今後、内容が変更となる場合がありますのでご注意くださ

い。）。 

・感染リスクが回避できない場合は、札幌市との不要不急の

往来を控えてください（12月25日まで）。 

・感染リスクが回避できない場合は、北海道外において外出

自粛など行動制限が要請されている地域との不要不急の

往来を控えてください（12月25日まで）。 

・感染症対策を実践していない施設等の利用を控えてくださ

い。 

・体調が悪い場合は外出を控えてください。 

例：発熱、倦怠感、咳、のどの痛み、味覚・嗅覚の異常、筋肉・

関節の痛み、吐き気がある場合など 

・感染リスクを回避する行動を徹底してください。 

例：マスクの着用、人との距離をとる、大声を控える、高齢者や

基礎疾患を有する方と接する場合は慎重に行動する、密閉空

間で人との距離が確保できない長時間の会合を控えるなど 

・国の接触確認アプリ（COCOA）や北海道のコロナ通知シス

テムを活用してください。 

【お問合せ先】留寿都村役場保健医療課 電話：0136-46-3131 令和２年12月21日発出 

 裏面もご確認ください。⇒⇒⇒ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
【年末年始の過ごし方について】 

 北海道の感染状況は、やや減少傾向にあるものの「高止まり」の状態が継

続しています。年末年始の人々の交流を通じて感染が拡大すると、さらに医療

がひっ迫し、結果的に経済も大きな打撃を受けます。 

 国の新型コロナウイルス感染症対策分科会では、年末年始の過ごし方につ

いて、次のとおり提言を行っています。 

命と暮らしを守るためには、皆様一人一人が年末年始を静かに過ごすこと

が求められておりますので、ご理解とご協力をお願いします。 

・大人数での忘年会・新年会は見送ってください。なるべく普段か

ら一緒にいる人と少人数で開催してください。 

・初詣は混雑する時期を避け、密集を避けるなど感染症対策の徹底

をお願いします。 

・年末年始の帰省は、基本的な感染症対策を徹底していただき、大

人数の会食を控えるなど、高齢者等への感染につながらないよう

注意をお願いします。 

 感染リスクが回避できない場合は、帰省の延期などについて慎重

に検討いただくようお願いします。 

 また、休暇を分散して取得するなど、混雑する時期を避けていた

だくようお願いします。 

・年末年始のイベント（行事）の開催に当たり、主催者は、基本的な

感染症対策を徹底いただき、開催時期や時間の分散化等、開催方

法について慎重に判断いただくようお願いします。参加者への適

切な行動管理が難しい場合は、開催自粛等の対応をお願いします。 

 


